






要約:神経芽腫のマス・スクリーニングが全国規模で行なわれ、10 年間に約 1,000 例の症

例が治療された。この結果、1歳未満の発見が3～6倍に増加した。これらの症例の約 25%

は病期Ⅲ,Ⅳの進行例でありマスの効果が期待されるが、残りの 75%は不必要な治療が行

なわれている可能性が高い。

  神経芽腫マスの再評価に当っては、全国的な疫学調査を行ない、1～4 歳の進行例およ

び死亡例の減少を明らかにする必要がある。自然退縮例も含まれており、無治療経過観察

例を設け、評価を行なう必要がある。マス施行の時期を後にずらすことにより、発見例が

減少する可能性もある。今後は神経芽腫マスの再評価を、疫学的研究を中心に多角的に行

ない、最適実施法を考案する予定である。


